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みなさん、おはようございます。いよいよ今日で、１年生・２年生・３年生・４年生・５年生のそれぞれの

学年が終わります。次の新しい学年のスタートももうすぐです。 

 

さて、みなさんは、この一年間はどのような一年間でしたか。 

嫌なことや悲しいこともあったかもしれません。でも、うれしかったことや楽しかったこと、できるように

なったことや笑ったこと、たくさんのそのようなこともあったのではないでしょうか。 

校長先生もこの一年間、楽しかったことやうれしかったことがいっぱいあった一年間でした。今日は

その中で最近あったうれしかったことを紹介します。 

 

このお話は、用務員さんから聞いたお話なのですが、用務員さんは学校の中の色んな所の掃除もし

てくださっています。 

ある日のことですが、掃除をしていた時にふとトイレのスリッパを見たら、乱れていたスリッパがあっ

たそうです。でもそのとき、児童がトイレを利用していたので中には入らず待っていたそうです。トイレ

の中に誰もいないのを確認してからトイレに入ろうとしたら、全てのスリッパが揃えてあったそうです。 

先ほどトイレに入っていた児童が、自分が履いていたスリッパはもちろん、ほかの人が使った後に乱

れていたスリッパもそろえていたのです。 

用務員さんは感動して、そのことを校長先生の所に話に来てくださいました。聞いた私もとっても嬉

しくなりました。 

 

『３つの「あ」を大切に』といいます。『あ』から始まる『あいさつ・ありがとう・あたりまえ』この３つの

言葉を大切にしましょう、と言って始まったこの１年ですが、先ほどのスリッパをそろえるということは

「あたりまえ」のことかもしれない。でもそのあたりまえをきちんと行うことができるなんて本当に素晴

らしいことだと思います。 

 

「あいさつ」を大切にできる人は、相手の人のことを大切にできる人です。信頼できる人です。 

「ありがとう」が伝えられる人は、小さなことにも気付ける、前向きでステキな人です。「ありがとう」と

いう言葉は、言われた人も嬉しい言葉ですが、言うほうも幸せになれる魔法の言葉です。 

「あたりまえ」を大事にできる人は、土台がしっかりとしているのでぐんぐん成長できる人です。野球

の大谷選手さんは ｢特別なことをするために特別なことはしない。普段通りの当たり前のことをす

る｣と言っています。多くの成功者は「当たり前」を大切にしている人です。 

 

次会うときは、新しい学年のスタートのときです。『あいさつ』を大切に、『ありがとう』を大切に、『あ

たりまえ』のことを大切に、１つ上がった新しい学年も、嬉しいこと、楽しいことがいっぱいの一年間に

していきましょう。 

 

これで校長先生のお話を終わります。 


